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岐
阜
県
歴
史
資
料
館
古
文
書
講
座 

第
一
講
座
レ
ジ
ュ
メ
（
令
和
元
一
一
一
三
／
二
〇
） 

 
は
じ
め
に 

○
古
文
書
…
過
去
の
時
代
の
史
料
と
な
る
古
い
文
書
。
差
出
人
・
受
取
人
・
用
件
・
日
付
な

ど
を
備
え
た
公
文
書
・
私
文
書
を
い
い
、
古
記
録
と
共
に
史
料
と
し
て
最
も
重
要
。 

○
古
記
録
…
歴
史
研
究
の
根
本
史
料
と
な
る
近
代
以
前
の
記
録
。
備
忘
の
た
め
の
公
私
の
日

記
を
主
と
し
、
別
記
・
部
類
記
な
ど
を
含
む
。 

○
史
料
…
歴
史
の
研
究
ま
た
は
編
纂
に
必
要
な
文
献
・
遺
物
。
文
書
・
日
記
・
記
録
・
金
石

文
・
伝
承
・
建
築
・
絵
画
・
彫
刻
な
ど
。 

○
庄
屋
…
江
戸
時
代
、
領
主
が
村
民
の
名
望
家
中
か
ら
命
じ
て
、
郡
代
・
代
官
に
属
さ
せ
、

一
村
ま
た
は
数
村
の
納
税
そ
の
他
の
事
務
を
統
括
さ
せ
た
村
落
の
長
。
む
ら
お
さ
。
畿
内
・

西
国
方
面
で
は
庄
屋
、
東
国
方
面
で
は
名
主
（
な
ぬ
し
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。【
広
辞
苑
】 

 

羽
栗
郡
本
郷
村
（
現
羽
島
市
福
寿
町
本
郷
）
に
つ
い
て 

○
羽
島
市
南
半
部
に
あ
っ
た
桑
原
輪
中
の
う
ち
。 

○
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
か
ら
尾
張
藩
領
。
村
高
は
四
九
九
石
余
。
知
行
主
（
給
人
）
は

尾
張
藩
重
臣
・
横
井
氏
（
尾
張
国
丹
羽
郡
赤
目
村
＝
現
愛
西
市
赤
目
町
に
本
拠
）。 

○
東
は
竹
ヶ
鼻
村
、
南
は
浅
平
村
、
平
方
村
、
北
は
間
島
村
、
西
は
長
良
川
を
限
る
。
本
郷

湊
あ
り
。
花
村
家
は
江
戸
時
代
、
本
郷
村
の
庄
屋
を
務
め
た
。 
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史
料
１
に
つ
い
て 

（
明
和
五
年
・
一
七
六
八
）
十
一
月
二
十
一
日
（
御
目
見
差
許
状
） 

紙
を
横
に
二
つ
に
切
っ
た
切
紙
を
使
用
。
史
料
２
か
ら
明
和
五
年
と
分
か
る
。 

書
き
始
め
に
「
尚
々
本
文
の
通
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
紙
の
追
伸
。 

 

【
語
句
説
明
】 

○
石
黒
九
左
衛
門
…
差
出
人
。
横
井
氏
の
臣
。 

○
尚
々
…
な
お
ま
た
つ
け
加
え
て
。
追
伸
（
追
っ
て
書
き
）
の
書
き
始
め
の
語
句
。 

○
御
目
見
（
お
め
み
え
）
…
貴
人
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
本
郷
村
庄
屋
善
六

が
知
行
主
で
あ
る
横
井
伊
折
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
。 

○
被
仰
付
の
改
行
…
仰
付
の
主
体
で
あ
る
知
行
主
に
敬
意
を
表
す
た
め
行
頭
に
書
く
。 

○
筈
（
は
ず
）
…
道
理
。
わ
け
。
約
束
。
予
定
。 

○
袴
羽
織
…
御
目
見
の
た
め
、
か
し
こ
ま
っ
た
服
装
を
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。 

○
罷
り
出
る
…
参
上
す
る
。「
罷
（
ま
か
）
り
」
は
動
詞
に
冠
し
て
謙
譲
の
意
を
表
す
。 

○
以
上
…
手
紙
の
書
止
め
文
言
。「
こ
れ
ま
で
で
終
わ
る
」
の
意
。 

 

史
料
２
に
つ
い
て 

 

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
十
一
月 

（
旦
那
様
よ
り
御
目
見
へ
被
為
仰
付
候
ニ
付
覚
） 

本
郷
村
庄
屋
善
六
が
旦
那
様
（
知
行
主
・
横
井
伊
折
）
の
御
目
見
し
た
時
の
記
録
。 

 

【
語
句
説
明
】 

○
霜
月
…
十
一
月
の
異
称
。 

○
旦
那
様
…
本
郷
村
知
行
主
で
尾
張
藩
重
臣
の
横
井
伊
折
を
指
す
。
横
井
氏
の
知
行
地
が
あ

る
美
濃
国
中
島
郡
飯
柄
村
・
狐
穴
村
・
船
橋
村
、
羽
栗
郡
竹
ヶ
鼻
村
・
本
郷
村
・
間
島
村

の
六
か
村
は
、
旦
那
様
の
四
十
二
歳
の
厄
年
に
伊
勢
代
参
を
行
っ
て
い
る
。
（
宝
暦
十
一

年
・
一
七
六
一
、
天
明
八
年
・
一
七
八
八
） 

○
被
為
と
仰
付
の
一
字
空
け
…
闕
字
（
け
つ
じ
）。
仰
付
の
主
体
で
あ
る
知
行
主
に
敬
意
を
表

す
た
め
一
字
空
け
る
。 

○
代
官
…
藩
領
の
年
貢
収
納
や
民
政
を
司
る
役
人
。 

○
風
気
…
風
邪
気
味
。
こ
こ
で
は
善

六
の
体
調
を
指
す
。 

○
仕
（
つ
か
ま
つ
る
）
…
「
す
る
」
の
意
の
謙
譲
語
。
致
す
。 

 

○
朝
五
つ
…
辰
の
刻
。
午
前
八
時
前
後
。 

○
綺
羅
（
き
ら
）
…
あ
や
ぎ
ぬ
と
う
す
ぎ
ぬ
。

美
し
い
衣
服
。 

○
用
人
…
主
君
（
こ
こ
で
は
旦
那
様
）
の
近
辺
で
庶
務
を
行
う
職
。 

○
御
意
（
ぎ
ょ
い
）
…
お
ぼ
し
め
し
。
お
指
図
。
仰
せ
。 

○
勝
手
の
事
…
会
計
関
係
の
こ
と
。 

○
げ
な
…
～
と
い
う
こ
と
だ
。
～
そ
う
だ
。 

○
こ
の
上
…
今
後
と
も
。
こ
れ
か
ら
も
。 

○
重
々
…
か
さ
ね
が
さ
ね
。
い
く
え
に
も
。 
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史
料
３
に
つ
い
て 

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
卯
八
月 

六
十
人
講 

知
行
主
横
井
氏
の
企
画
に
よ
り
、
知
行
地
六
か
村
に
つ
く
ら
れ
た
六
十
人
か
ら
な
る
金
融
組

合
の
記
録
。「
一
口
金
壱
分
掛1

、
一
ヶ
年
夏
冬
両
度
勤
、
十
五
ヶ
年
済
、
両
に
七
分
五
厘
利
」

の
条
件
で
実
施
さ
れ
た
が
、
掛
金
・
残
金
は
知
行
主
の
預
か
り
金
と
な
り
、
村
々
の
大
き
な

負
担
と
な
っ
た
。
講
の
差
し
止
め
を
求
め
る
六
か
村
か
ら
の
願
書
の
控
あ
り
。 

 

【
語
句
説
明
】 

○
講
…
一
種
の
金
融
組
合
ま
た
は
相
互
扶
助
組
織
。
頼
母
子
講
・
無
尽
講
の
類
。 

○
御
知
行
所
村
々
…
差
出
人
の
「
美
濃
六
ヶ
村
」。
横
井
氏
の
知
行
所
が
あ
っ
た
美
濃
国
中
島

郡
飯
柄
村
・
狐
穴
村
・
船
橋
村
、
羽
栗
郡
竹
ヶ
鼻
村
・
本
郷
村
・
間
島
村
の
六
か
村
。 

○
無
拠
（
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
）
…
や
む
を
え
ず
。
余
儀
な
く
。 

○
都
合
…
や
り
く
り
。
て

は
ず
。 

○
七
会
…
七
回
に
同
じ
。 

○
納
所
（
な
っ
し
ょ
）
…
年
貢
な
ど
を
納
め
る
所
。 
 

○
先
納
金
…
近
世
、
前
も
っ
て
金
を
払
う
こ
と
。
と
く
に
年
貢
を
先
払
い
す
る
意
味
に
使
用
。

○
取
賄
（
と
り
ま
か
な
い
）
…
と
と
の
え
る
こ
と
。
処
理
。
ま
か
な
い
。 

○
旁
（
か
た
が
た
）
…
あ
れ
こ
れ
。
い
ろ
い
ろ
。
な
に
や
か
や
と
。 

○
当
惑
…
と
ま
ど
う
こ
と
。
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
。 

○
立
松
猪
兵
衛
…
横
井
氏
の
臣
。 

 

史
料
４
に
つ
い
て 

 

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
九
月 

覚 

横
井
氏
の
家
臣
・
石
黒
九
左
衛
門
か
ら
本
郷
村
庄
屋
・
善
六
に
宛
て
た
、
金
十
八
両
の
請
取

証
文
（
借
用
証
文
）。
史
料
３
に
見
え
る
「
先
納
金
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
。 

 

【
語
句
説
明
】 

○
覚
（
お
ぼ
え
）
…
覚
書
。
記
憶
の
た
め
に
書
い
て
お
く
記
録
、
文
書
。 

○
御
入
用
…
横
井
氏
の
入
費
。
費
用
。
「
御
借
り
上
」
「
返
シ
被
下
」
な
ど
横
井
氏
自
身
へ
の

尊
敬
を
示
す
表
現
に
な
っ
て
い
る
。 

○
当
暮
御
物
成
…
「
物
成
（
も
の
な
り
）
」
は
年
貢
。
そ
の
年
の
暮
に
納
め
る
年
貢
の
こ
と
。 

○
元
利
…
元
金
と
利
息
。 

○
急
度
（
き
っ
と
）
…
た
し
か
に
。
必
ず
。
相
違
な
く
。 

○
差
次
（
差
継
。
さ
し
つ
ぎ
）
…
差
引
勘
定
。 

○
無
相
違
之
（
相
違
こ
れ
な
く
）
…
確
実

で
あ
る
。 

○
如
件
（
く
だ
ん
の
ご
と
し
）
…
前
項
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
、
の
意
。
証

文
な
ど
の
末
尾
に
用
い
る
語
。 

○
宛
名
の
位
置
…
宛
先
で
あ
る
農
民
が
差
出
人
（
領
主
役
人
）
よ
り
上
に
な
ら
な
い
高
さ
に

書
か
れ
て
い
る
。 
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史
料
５
に
つ
い
て 

 
（
安
永
五
年
・
一
七
七
六
）
十
二
月
二
十
三
日 

帯
刀
御
免
免
許
状 

知
行
人
横
井
氏
が
本
郷
村
庄
屋
善
六
に
対
し
て
帯
刀
の
免
許
を
与
え
た
も
の
。 

（
横
井
氏
は
、
同
時
に
船
橋
村
庄
屋
勘
兵
衛
・
吉
右
衛
門
、
間
嶋
村
庄
屋
小
伝
治
に
も
帯
刀

の
免
許
を
与
え
、
尾
張
藩
の
国
奉
行
へ
届
け
出
た
。） 

 

【
語
句
説
明
】 

○
其
方
（
そ
の
ほ
う
）
…
目
下
の
相
手
を
指
す
語
。
な
ん
じ
。
お
ま
え
。 

○
儀
…
人
を
示
す
体
言
に
添
え
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
の
意
を
示
す
。 

○
相
勤
（
あ
い
つ
と
め
）
…
「
相
」
は
動
詞
に
冠
し
て
語
勢
を
添
え
、
語
調
を
整
え
、
ま
た

改
ま
っ
た
意
を
添
え
る
語
。 

○
斗
（
ば
か
り
）
…
そ
れ
だ
け
に
限
定
す
る
意
を
表
す
。
だ
け
。 

○
帯
刀
御
免
…
江
戸
時
代
、
平
民
が
帯
刀
を
許
さ
れ
た
こ
と
。 

○
被
成
下
（
な
し
く
だ
さ
れ
）
…
「
成
（
な
す
）
」
は
行
う
。
す
る
。
「
下
さ
る
」
は
動
作
の

主
体
に
敬
意
を
表
し
、
そ
の
動
作
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
語
。 

 

史
料
６
に
つ
い
て 

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
酉
五
月 

證
文
之
事 

横
井
家
の
家
臣
・
石
黒
九
左
衛
門
ら
か
ら
本
郷
村
庄
屋
・
善
六
に
宛
て
た
、
金
十
二
両
の
借

用
証
文
。
史
料
４
と
同
じ
く
「
先
納
金
」
の
形
を
と
る
。 

 

【
語
句
説
明
】 

○
証
文
…
証
拠
と
な
る
文
書
。
特
に
、
債
券
を
証
明
す
る
文
書
。 

○
文
金
（
ぶ
ん
き
ん
）
…
文
字
金
（
ぶ
ん
じ
き
ん
）。「
文
」
の
字
の
極
印
が
あ
る
金
貨
。 

○
御
間
不
合
ニ
付
…
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
。 

○
格
別
…
特
別
。
例
外
で
あ
る
こ
と
。 

○
～
処
…
～
す
る
と
。
き
っ
か
け
と
な
る
事
柄
を
示
す
。 

○
金
子
（
き
ん
す
）
…
貨
幣
。
金
銭
。 

○
調
達
…
金
品
な
ど
を
と
り
そ
ろ
え
る
こ
と
。
金
を
工
面
し
て
集
め
る
こ
と
。 

○
請
取
…
受
取
に
同
じ
。 

○
何
様
（
な
に
さ
ま
）
…
ど
の
よ
う
。 

○
～
間
（
あ
い
だ
）
…
～
ゆ
え
。
～
か
ら
。
～
の
で
。 

○
不
及
届
（
届
に
及
ば
ず
）
…
届
は
必
要
で
な
い
。 

○
為
其
（
そ
の
た
め
）
…
「
其
」
は
こ
こ
で
は
御
物
成
か
ら
借
用
金
を
引
き
取
る
こ
と
を
指

す
。 

 


